
　３月22日、全国的に問題となっている白タ
ク（許可なく旅客輸送を行う違法タクシー）
の撲滅に向けて、警察や岐阜県タクシー協会
などが注意の呼びかけや見回り、チラシ配布
を行いました。外国人観光客が増える中、国
によっては違法ではないと認識している方も
いらっしゃいます。村民
の皆さんにおかれまして
も、旅行をする際は安
全・安心のためにも白タ
クにはご注意ください。
  

　３月15日、荻町地区で濃飛バスをはじめとす
る、村内外のバス会社８社と白川郷観光協会の
方々によるボランティアでごみ拾いが行われま
した。地域への日頃の感謝のために、今回初め
て企画され、３７名が参加しました。

参加団体
　濃飛バス、岐阜バス、平成エンタープライズ、
　イルカ交通、富山地方鉄道、白山タクシー、
　名鉄バス、加越能バス

応援してください！ふるさと納税  村外のご親戚やご友人に、白川村への「ふるさと納税」をお勧めください。

むらの人口
男

女

計

世帯数

高齢化率

（－ 2）

（－ 7）

（－ 9）

（± 0）

731人

744人

1,475人

590世帯

33.96%
4月1日現在、（　）内は前月比

下
島

　和
也
（
高
山
市
）

坂
次

　
　舞
（
白
川
村
）

3
月
9
日

末
永
く
お
幸
せ
に

戸
籍
の

　
　ま
ど

戸
籍
の

　
　ま
ど

谷
口

　清
史
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梨
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　瀬
）

3
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日
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歳

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

バス会社さんによる
ごみ拾いが行われました

令
和
６
年
度
白
川
村
長
方
針

白
川
村
職
員
人
事
異
動

宿
泊
施
設
等
が
行
う
送
迎
に
つ
い
て
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白タク撲滅に向けて

白川村新規採用職員紹介

名前　浅野　大輔
出身　愛知県清須市
趣味　野球、映画鑑賞
一言　4月から観光
振興課で、働くこと
になりました。白川
村に貢献できるよ
う、頑張っていきま
す。よろしくお願い
致します。

　あさの　  だいすけ

名前　佐藤　龍大
出身　郡上市白鳥町
趣味　読書、映画鑑賞、
　　　野球観戦
一言　早く皆様のお
力になれるよう精一
杯頑張ります。

　さとう　りゅうだい

名前　佐藤　彩乃
出身　新潟県新潟市
趣味　散歩、ドライブ、
　　　音楽鑑賞
一言　４月から診療所
で看護師として働くこ
とになりました。地域の
皆さんの健康に貢献し
ていきたいと思います。
よろしくお願いします。

　さとう　   あやの

名前　石河　貴大
出身　三重県亀山市
趣味　ゴルフ、柔道
一言　４月から白川出
張所で働くことになり
ました。よろしくお願い
します。

いしかわ　たかひろ

名前　成原　憂弥
出身　白川村飯島
趣味　ゴルフ、
　　　バレーボール、
　　　野球観戦
一言　お世話になっ
た白川村、村民の皆
様へ恩返しができる
よう精一杯頑張りま
す！

なりはら　　ゆうや

　
４

月
８

日
、

白
川

保
育

園
で

入
園

式
が

行
わ

れ
ま

し
た

。
今

年
度

は
1
0
人

が
入

園

し
、

名
前

を
呼

ば
れ

て
良

い
お

返
事

を
し

て
い

ま
し

た
。

う
さ

ぎ
ぐ

み
に

入
り

、
こ

れ
か

ら
お

友
達

と
元

気
い

っ
ぱ

い
で

楽
し

い
日
々
を
過
ご
し
ま
す
。
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１
．
は
じ
め
に

　
本
日
こ
こ
に
、
第
1
回
白
川
村
議
会
定
例
会
が

開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
令
和
６
年
度
の
村
政
運

営
に
対
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
所
信
の
一
端

を
申
し
述
べ
、
村
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
４
月
に
皆
様
の
ご
信
託
を
賜
り
４
期
目
の

村
政
を
お
預
か
り
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
第
２
次
総
合
戦
略
の
「
人
口
は
維
持
以

上
を
目
指
し
、
持
続
可
能
な
村
を
つ
く
る
」
を
目

標
と
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
「
後
押
し
行
政
」

「
母
の
目
行
政
」「
孫
の
手
行
政
」
３
本
の
柱
の

更
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
村
ご
と
６

次
産
業
化
や
企
業
誘
致
、
白
川
郷
ブ
ラ
ン
ド
な
ど

の
構
築
に
向
け
て
更
に
前
へ
前
へ
と
進
め
て
参
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
っ
て
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
害
に
あ
わ
れ
た

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
能
登

地
方
は
本
村
の
歴
史
や
生
活
に
も
結
び
つ
き
が
強

い
こ
と
も
あ
り
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
村
民
の

皆
さ
ま
か
ら
募
金
な
ど
温
か
い
お
気
持
ち
を
寄
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
村
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
緊
急
の
飲

料
水
支
援
を
は
じ
め
岐
阜
県
と
の
協
働
に
よ
る
職

員
派
遣
等
の
被
災
者
支
援
を
進
め
て
お
り
、
今
後

も
引
き
続
き
被
災
者
に
寄
り
添
う
支
援
を
展
開
し

て
参
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
５
月
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
５
類
へ
移
行
後
、
こ
れ
ま
で
の
日
常
生
活
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
2
0
2
1
年
は
観
光
入

込
数
が
42
万
人
ま
で
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
昨
年
の

2
0
2
3
年
に
は
、
1
７
２
万
人
ま
で
回
復
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
村
の
主
産
業
の

一
つ
で
あ
る
観
光
業
を
は
じ
め
、
村
民
の
皆
様
に

は
こ
の
苦
難
な
期
間
を
乗
り
越
え
て
い
た
だ
き
改

め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
方
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高

騰
と
円
安
に
よ
る
物
価
高
騰
に
よ
り
、
村
民
の
生

活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
中
、
村
で
は
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
支
援
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　
２
．
令
和
６
年
度
村
政
運
営

　
　
　
基
本
方
針
と
予
算
概
要
　

　
白
川
村
の
令
和
４
年
度
一
般
会
計
実
質
収
支
は

５
億
1
，8
0
0
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
財
政
の

健
全
化
判
断
比
率
で
あ
る
実
質
赤
字
比
率
、
連
結

実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
及
び
将
来
負

担
比
率
は
、
い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
判
断
基
準
を

大
き
く
下
回
り
健
全
財
政
を
維
持
し
て
お
り
ま

す
。

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
に

お
い
て
は
、
前
年
度
よ
り
1.8
ポ
イ
ン
ト
下
降
し

70
・
５
％
と
な
り
、
類
似
団
体
内
平
均
値
を
下

回
っ
て
お
り
良
好
な
数
値
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

　
歳
入
面
で
は
、
村
民
税
が
増
加
傾
向
で
あ
る
も

の
の
、
物
価
・
原
油
価
格
の
高
騰
の
影
響
に
よ

り
、
税
収
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
方
交
付
税
は
、
国
の
概
算
要
求
に
お
い
て
本
年

度
並
み
の
交
付
額
を
予
想
し
て
お
り
、
寄
付
金
に

つ
い
て
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
が
顕
著
に
伸
び
て

お
り
、
新
た
に
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
や

「
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
に
も
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
歳
出
面
で
は
、
義
務
的
経
費
の
う
ち
公
債
費
は

毎
年
４
億
円
前
後
の
支
出
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
交
付
税
参
入
率
の
高
い
地
方
債
の
借
入
れ
が

中
心
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
減
債
基
金
の
確
保
に
努

め
る
な
ど
次
世
代
へ
負
担
を
先
送
り
し
な
い
範
囲

で
の
借
入
れ
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
政
策
的
経
費
で
は
、
村
民
・
来
訪
者
の
安
心
安

全
を
図
る
た
め
村
道
や
学
校
施
設
等
の
公
共
施
設

や
村
が
管
理
す
る
河
川
の
安
全
管
理
を
進
め
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
現
庁
舎
の
老
朽
化
と
相
ま
っ
て

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
多

発
す
る
災
害
対
応
に
備
え
る
た
め
の
防
災
セ
ン

タ
ー
機
能
を
有
す
る
新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
設
計

業
務
等
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
こ
の
他
、
本
村
の

６
次
産
業
化
や
企
業
誘
致
、
産
業
振
興
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
、
確
実
な
財
源
の
確
保
に
向
け
た
情

報
収
集
を
図
る
な
ど
適
正
な
財
政
運
営
を
進
め
参

り
ま
す
。

　
提
出
い
た
し
ま
す
予
算
案
は
、「
政
策
方
針
」

「
白
川
村
総
合
戦
略
」「
過
疎
自
立
促
進
計
画
」

の
他
、
各
種
計
画
を
基
本
と
し
て
、
将
来
の
白
川

村
の
姿
を
見
据
え
、
国
の
政
策
に
柔
軟
に
対
応
し

た
よ
り
効
果
の
高
い
予
算
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
当
初
歳
入
歳
出
予
算
案
の
規
模

は
、
一
般
会
計
予
算
額
は
４
億
２
，７
０
０
万
円

増
額
し
過
去
最
高
額
と
な
る
39
億
６
，０
０
０
万

円
で
す
。
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
あ
り

ま
し
て
は
、
令
和
６
年
度
よ
り
簡
易
水
道
特
別
会

計
並
び
に
公
共
下
水
道
特
別
会
計
が
公
営
企
業
会

計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
同
特
別
会
計
を
除

く
会
計
総
額
は
４
，６
６
０
万
円
増
の
６
億
４
，

５
３
０
万
円
で
す
。
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計

を
合
わ
せ
た
総
額
は
、
４
億
７
，３
６
０
万
円
増

の
46
億
５
３
０
万
円
で
す
。

　
次
に
、
公
営
企
業
会
計
の
簡
易
水
道
会
計
は
、

収
益
的
収
入
が
８
，１
９
３
万
円
、
資
本
的
収
入

ゼ
ロ
、
収
益
的
支
出
は
９
，０
４
８
万
円
、
資
本

的
支
出
は
８
５
３
万
円
で
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
会
計
は
、
収
益
的
収
入
が
２
億

２
０
７
万
円
、
資
本
的
収
入
は
６
１
万
円
、
収
益

的
支
出
は
２
億
１
，６
５
２
万
円
、
資
本
的
支
出

は
３
，６
０
４
万
円
で
す
。

　
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
予
算
は
、
金
額
の
大

き
い
順
に
、
地
方
交
付
税
、
村
税
、
寄
付
金
、
繰

入
金
で
、
地
方
交
付
税
は
予
算
総
額
の
25
％
を
占

め
て
お
り
、
普
通
交
付
税
９
億
５
千
万
円
、
特
別

交
付
税
５
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

村
税
は
、
前
年
度
比
0.5
％
増
の
７
億
４
，１
７
３

万
円
、
寄
付
金
は
、
前
年
度
比
73
・
４
％
増
の
６

億
１
，２
５
３
万
円
で
す
。
主
に
ふ
る
さ
と
納
税

の
増
収
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
他
、
村
営

駐
車
場
の
利
用
者
台
数
の
回
復
を
見
込
み
増
収
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
性
質
別
に
仕
分
け
た
歳
出
予
算
額
で

は
、
金
額
の
大
き
い
順
に
物
件
費
、
普
通
建
設
事

業
費
、
人
件
費
に
な
り
ま
す
。
普
通
建
設
事
業
で

は
、
村
道
荻
町
下
ゴ
ソ
線
道
路
改
良
事
業
や
村
が

管
理
す
る
河
川
の
浚
渫
工
事
等
に
よ
り
前
年
度
比

29
・
９
％
増
の
５
億
６
，３
２
８
万
円
。
ま
た
物

件
費
で
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
」
や

「
電
算
管
理
一
般
経
費
」
な
ど
に
よ
る
委
託
料
の

増
額
に
よ
り
前
年
度
比
9.0
％
増
の
11
億
８
，６
５

３
万
円
と
し
て
お
り
ま
す
。

義
務
的
経
費
は
、
主
に
扶
助
費
が
児
童
手
当
の
増

額
及
び
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
事
業
の
創
設
等

に
よ
り
前
年
度
比
17
・
５
％
増
額
し
９
，３
１
７

万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
で
は
、
温
泉
開
発
特
別
会
計
に
お
い

て
源
泉
の
機
能
評
価
及
び
湯
量
・
湯
温
の
安
定
化

に
向
け
た
調
査
委
託
費
等
を
実
施
す
る
た
め
前
年

度
比
85
・
０
％
増
の
５
，１
８
０
万
円
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
平
瀬
温
泉
は
、
平
成
29
年
11
月
環

境
省
に
よ
る
「
白
川
郷
平
瀬
温
泉
国
民
保
養
温
泉

地
計
画
書
」
に
基
づ
き
「
今
後
の
取
組
方
策
」
と

し
て
源
泉
の
温
度
・
湧
出
量
の
観
測
に
つ
い
て
調

査
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
15
㎞
の
引
湯
管
の

調
査
な
ど
管
理
体
制
の
向
上
を
進
め
温
泉
の
安
定

供
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
利
活
用
を
検
討
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
３
．
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
　
目
的
別
の
主
な
事
業

　
１
款
、
議
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比
63

万
円
増
額
の
３
，５
５
６
万
円
で
す
。

S
D
G
ｓ
目
標
16
「
全
て
の
人
々
に
司
法
の
ア
ク

セ
ス
を
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
効
果
的
で
説

明
責
任
の
あ
る
包
括
的
な
制
度
を
構
築
す
る
」。

　
２
款
、
総
務
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比
１

億
２
，２
５
３
万
円
増
額
の
６
億
９
，６
２
８
万

円
で
す
。

　
S
D
G
ｓ
目
標
９
「
包
括
的
か
つ
持
続
可
能
な

産
業
化
の
促
進
」
及
び
目
標
16
（
議
会
費
と
同

様
）。

　
ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
庁
舎
移
転
新
築
に
向
け
た

建
設
計
画
策
定
を
行
い
ま
す
。
財
源
は
庁
舎
建
設

基
金
を
活
用
し
ま
す
が
、
物
価
高
騰
に
伴
う
建
設

費
の
上
昇
に
よ
り
更
な
る
経
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
る

範
囲
で
の
積
み
増
し
を
継
続
す
る
ほ
か
、
有
効
な

国
庫
補
助
金
や
地
方
債
等
を
確
保
す
る
な
ど
経
費

負
担
の
軽
減
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
全
国
か
ら
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
と
し
て
多
く
の
寄
付
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
て
お
り
、
さ
ら
に
寄
付
金
の
受
け
入
れ
が
で

き
る
よ
う
返
礼
品
を
は
じ
め
事
務
委
託
料
等
の
必

要
経
費
を
確
保
し
て
参
り
ま
す
。

　
３
款
、
民
生
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比

３
，９
６
４
万
円
増
額
の
３
億
２
，９
５
４
万
円

で
す
。

　
S
D
G
ｓ
目
標
１
「
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
貧
困
を

終
わ
ら
せ
る
」
及
び
目
標
３
「
全
て
の
人
々
の
健

康
的
な
生
活
を
確
保
す
る
」。

　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
事
業
と
し
て
、
所
得

の
低
い
世
帯
へ
の
給
付
金
の
支
給
や
同
世
帯
の
子

ど
も
加
算
な
ど
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

診
療
所
が
実
施
す
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
エ
コ
ー
や
医
薬

品
分
包
機
の
整
備
等
に
係
る
費
用
を
繰
出
金
と
し

て
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
４
款
、
衛
生
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比

３
，１
４
３
万
円
増
額
の
２
億
３
，２
１
８
万
円

で
す
。

　
S
D
G
ｓ
目
標
３
「
全
て
の
人
々
の
健
康
的
な

生
活
を
確
保
」
及
び
目
標
６
「
全
て
の
人
々
の
衛

生
の
利
用
可
能
と
持
続
可
能
な
管
理
を
確
保
す

る
」。

　
国
の
子
育
て
支
援
な
ど
の
新
規
政
策
に
対
応
し

つ
つ
、
妊
産
婦
健
診
・
不
妊
治
療
・
乳
幼
児
健
診

の
充
実
並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
助
成
を
は
じ
め
、
胃
カ
メ
ラ
検
診
や
住
民
健

診
を
白
川
郷
学
園
８
年
生
に
拡
充
す
る
な
ど
村
独

自
の
き
め
細
か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

　
５
款
、
農
林
水
産
業
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前

年
比
１
，１
１
２
万
円
増
額
の
２
億
７
，９
１
３

万
円
で
す
。

　
S
D
G
ｓ
目
標
２
「
持
続
可
能
な
農
業
の
促

進
」
及
び
目
標
15
「
持
続
可
能
な
森
林
の
経

営
」。

　
新
規
事
業
の
農
地
・
農
村
風
景
保
全
事
業
で

は
、
農
地
の
適
正
な
管
理
及
び
保
全
に
関
し
必
要

と
す
る
機
械
整
備
の
費
用
を
計
上
、
ま
た
、
昨
年

度
に
引
続
き
計
画
的
な
間
伐
に
関
す
る
経
費
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
政
策
関
連
事
業
に
お
い
て
は
、
６
次

産
業
化
に
向
け
た
鳩
谷
体
育
館
の
撤
去
費
用
を
計

上
、
ま
た
、
新
産
業
応
援
基
金
を
創
設
し
関
連
事

業
に
要
す
る
費
用
へ
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
鳩
谷
体
育
館
に
隣
接
し
た
乳
幼
児
健
診
会

場
の
取
壊
し
に
伴
い
、
一
時
的
に
じ
・
ば
工
房
に

機
能
を
移
す
た
め
一
部
改
修
を
行
い
ま
す
。

　
６
款
、
商
工
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度
比

１
億
８
，５
４
５
万
円
減
の
６
億
７
，６
１
２
万

円
で
あ
り
ま
す
。

　
S
D
G
ｓ
目
標
８
「
包
括
的
か
つ
持
続
可
能
な

経
済
成
長
及
び
全
て
の
人
々
の
完
全
か
つ
生
産
的

な
雇
用
と
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
雇
用
」

及
び
目
標
12
「
持
続
可
能
な
消
費
生
活
形
態
を
確

保
す
る
」
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
へ
移
行
し
、

荻
町
集
落
内
に
も
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
定
期
バ
ス
利
用

者
が
増
加
し
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
の
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
が
限
界
を
迎
え
て
い
る
こ
と
や
、
せ
せ

ら
ぎ
公
園
駐
車
場
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

安
心
安
全
な
環
境
整
備
を
進
め
る
よ
う
施
設
整

備
を
行
い
ま
す
。
特
に
、
荻
町
城
跡
展
望
台

は
、
安
全
な
展
望
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
観
光
車

両
に
よ
る
混
雑
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
地
域
の
合
意
を
得
た
う
え
で
道
路

改
良
含
め
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
南
部
地
区
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
２

月
21
日
に
「
白
水
滝
」
が
国
指
定
文
化
財
（
名

勝
）
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
白
水
滝
を
中

心
と
し
た
大
白
川
園
地
の
魅
力
を
広
げ
観
光
客
の

受
入
れ
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

し
ら
み
ず
の
湯
施
設
管
理
経
費
で
は
、
破
損
し
た

真
空
式
温
水
ヒ
ー
タ
ー
取
替
を
実
施
し
営
業
の
安

定
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
温
泉
開
発
特
別
会
計

に
よ
る
「
源
泉
の
機
能
評
価
及
び
湯
量
・
湯
温
の

安
定
化
に
向
け
た
調
査
委
託
費
事
業
」
を
進
め
る

た
め
温
泉
開
発
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
を
増
額
し

て
お
り
ま
す
。

　
７
款
、
土
木
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比
２

億
３
，５
６
７
万
円
増
額
の
６
億
７
，６
１
２
万

円
で
あ
り
ま
す
。

　
S
D
G
ｓ
目
標
８
（
商
工
費
と
同
様
）
及
び
目

標
11
「
包
括
的
で
安
全
か
つ
強
靭
で
持
続
可
能
な

都
市
及
び
人
間
居
住
を
実
現
す
る
」。

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
財
源
と
し
た
、

落
石
対
策
な
ど
の
事
業
を
計
画
的
に
実
施
し
ま

す
。
河
川
に
堆
積
し
た
土
砂
等
に
よ
っ
て
災
害
を

も
た
ら
す
危
険
性
を
回
避
す
る
た
め
村
が
管
理
す

る
河
川
の
浚
渫
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
他
、
東
海

北
陸
自
動
車
道
の
４
車
線
化
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
建
設
時
に
生
じ
る
土
砂
を
処
分
す
る
た
め
盛

土
場
の
調
査
並
び
に
設
計
費
等
関
係
経
費
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　
８
款
、
消
防
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比

１
，３
１
３
万
円
増
額
の
２
億
１
，９
１
７
万
円

で
す
。

　
S
D
G
ｓ
目
標
11
（
土
木
費
と
同
様
）
及
び
目

標
13
「
気
候
変
動
及
び
そ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た

め
の
緊
急
対
策
を
講
じ
る
」。

　
消
防
施
設
管
理
経
費
で
は
、
防
災
行
政
無
線
設

備
に
係
る
維
持
管
理
経
費
や
鳩
谷
体
育
館
横
防
火

水
槽
の
安
全
対
策
と
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
移
設
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
常
備
消
防
で
は
、
高
山
市
へ

の
業
務
委
託
経
費
を
計
上
し
て
お
り
、
皆
様
の
安

全
・
安
心
を
確
保
し
て
参
り
ま
す
。

　
９
款
、
教
育
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比
１

億
３
，６
９
３
万
円
増
額
の
４
億
３
，３
０
４
万

円
で
あ
り
ま
す
。

　
S
D
G
ｓ
目
標
３
（
民
生
費
と
同
様
）
及
び
目

標
４
「
全
て
の
人
に
包
括
的
か
つ
公
正
な
質
の
高

い
教
育
を
確
保
し
、
生
涯
学
習
の
機
会
を
促
進
す

る
」。

　
学
校
施
設
点
検
結
果
に
基
づ
き
、
ふ
れ
あ
い

体
育
館
の
屋
根
修
理
に
合
わ
せ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
化

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
に
校
舎
の
長

寿
命
化
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
管
理
経
費
で
は
、
給
食
運
搬
車
両
や
自
然

冷
媒
冷
蔵
庫
並
び
に
給
食
セ
ン
タ
ー
内
の
エ
ア

コ
ン
を
更
新
し
ま
す
。
白
川
郷
学
園
I
C
T
整

備
事
業
で
は
、
通
信
環
境
の
安
定
と
高
速
化
を

図
る
た
め
W
i-

F
i
ル
ー
タ
の
更
新
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
実
践
の
た

め
教
育
研
究
所
事
業
を
新
た
に
事
業
化
し
、
村
の

未
来
に
繋
が
る
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
大
学
や

専
門
家
と
連
携
し
た
学
び
の
場
を
設
け
た
子
ど
も

の
成
長
支
援
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
白
川
児
童
公
園
に
ト
イ
レ
新
設
工
事
を

実
施
し
、
衛
生
的
で
子
ど
も
達
が
楽
し
め
る
公
園

整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
文
化
財
関
連
事
業
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
ヘ
リ
テ
ー

ジ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
お
い
て
、
英
語
Ｗ
ｅ
ｂ

ペ
ー
ジ
作
成
及
び
資
産
価
値
を
普
及
す
る
動
画
作

成
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
伝
建
保
存
地
区
保
存
事

業
で
は
３
棟
の
屋
根
葺
き
を
予
定
し
て
い
る
他
、

文
化
財
の
保
全
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
４
．
む
す
び

　
以
上
、
限
り
あ
る
財
源
の
中
で
、
第
２
次
総
合

戦
略
に
掲
げ
た
目
標
の
達
成
に
向
け
、
い
つ
ま
で

も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
村
・
住
ん
で
い
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
村
創
り
に
力
強
く
邁
進
し
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て

結
び
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

白
川
村 

村
長
施
策
方
針

令
和
６
年
度

　
令
和
６
年
度
の
村
政
運
営
に
関
す
る
村
長
の
所
信
と
予
算
編
成
に

お
け
る
基
本
方
針
等
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

[ 問合せ先 ]
会計室兼財政課
☎６-1311
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１
．
は
じ
め
に

　
本
日
こ
こ
に
、
第
1
回
白
川
村
議
会
定
例
会
が

開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
令
和
６
年
度
の
村
政
運

営
に
対
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
所
信
の
一
端

を
申
し
述
べ
、
村
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
４
月
に
皆
様
の
ご
信
託
を
賜
り
４
期
目
の

村
政
を
お
預
か
り
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
第
２
次
総
合
戦
略
の
「
人
口
は
維
持
以

上
を
目
指
し
、
持
続
可
能
な
村
を
つ
く
る
」
を
目

標
と
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
「
後
押
し
行
政
」

「
母
の
目
行
政
」「
孫
の
手
行
政
」
３
本
の
柱
の

更
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
村
ご
と
６

次
産
業
化
や
企
業
誘
致
、
白
川
郷
ブ
ラ
ン
ド
な
ど

の
構
築
に
向
け
て
更
に
前
へ
前
へ
と
進
め
て
参
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
っ
て
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
害
に
あ
わ
れ
た

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
能
登

地
方
は
本
村
の
歴
史
や
生
活
に
も
結
び
つ
き
が
強

い
こ
と
も
あ
り
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
村
民
の

皆
さ
ま
か
ら
募
金
な
ど
温
か
い
お
気
持
ち
を
寄
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
村
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
緊
急
の
飲

料
水
支
援
を
は
じ
め
岐
阜
県
と
の
協
働
に
よ
る
職

員
派
遣
等
の
被
災
者
支
援
を
進
め
て
お
り
、
今
後

も
引
き
続
き
被
災
者
に
寄
り
添
う
支
援
を
展
開
し

て
参
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
５
月
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
５
類
へ
移
行
後
、
こ
れ
ま
で
の
日
常
生
活
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
2
0
2
1
年
は
観
光
入

込
数
が
42
万
人
ま
で
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
昨
年
の

2
0
2
3
年
に
は
、
1
７
２
万
人
ま
で
回
復
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
村
の
主
産
業
の

一
つ
で
あ
る
観
光
業
を
は
じ
め
、
村
民
の
皆
様
に

は
こ
の
苦
難
な
期
間
を
乗
り
越
え
て
い
た
だ
き
改

め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
方
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高

騰
と
円
安
に
よ
る
物
価
高
騰
に
よ
り
、
村
民
の
生

活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
中
、
村
で
は
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
支
援
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　
２
．
令
和
６
年
度
村
政
運
営

　
　
　
基
本
方
針
と
予
算
概
要
　

　
白
川
村
の
令
和
４
年
度
一
般
会
計
実
質
収
支
は

５
億
1
，8
0
0
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
財
政
の

健
全
化
判
断
比
率
で
あ
る
実
質
赤
字
比
率
、
連
結

実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
及
び
将
来
負

担
比
率
は
、
い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
判
断
基
準
を

大
き
く
下
回
り
健
全
財
政
を
維
持
し
て
お
り
ま

す
。

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
に

お
い
て
は
、
前
年
度
よ
り
1.8
ポ
イ
ン
ト
下
降
し

70
・
５
％
と
な
り
、
類
似
団
体
内
平
均
値
を
下

回
っ
て
お
り
良
好
な
数
値
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

　
歳
入
面
で
は
、
村
民
税
が
増
加
傾
向
で
あ
る
も

の
の
、
物
価
・
原
油
価
格
の
高
騰
の
影
響
に
よ

り
、
税
収
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
方
交
付
税
は
、
国
の
概
算
要
求
に
お
い
て
本
年

度
並
み
の
交
付
額
を
予
想
し
て
お
り
、
寄
付
金
に

つ
い
て
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
が
顕
著
に
伸
び
て

お
り
、
新
た
に
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
や

「
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
に
も
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
歳
出
面
で
は
、
義
務
的
経
費
の
う
ち
公
債
費
は

毎
年
４
億
円
前
後
の
支
出
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
交
付
税
参
入
率
の
高
い
地
方
債
の
借
入
れ
が

中
心
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
減
債
基
金
の
確
保
に
努

め
る
な
ど
次
世
代
へ
負
担
を
先
送
り
し
な
い
範
囲

で
の
借
入
れ
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
政
策
的
経
費
で
は
、
村
民
・
来
訪
者
の
安
心
安

全
を
図
る
た
め
村
道
や
学
校
施
設
等
の
公
共
施
設

や
村
が
管
理
す
る
河
川
の
安
全
管
理
を
進
め
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
現
庁
舎
の
老
朽
化
と
相
ま
っ
て

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
多

発
す
る
災
害
対
応
に
備
え
る
た
め
の
防
災
セ
ン

タ
ー
機
能
を
有
す
る
新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
設
計

業
務
等
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
こ
の
他
、
本
村
の

６
次
産
業
化
や
企
業
誘
致
、
産
業
振
興
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
、
確
実
な
財
源
の
確
保
に
向
け
た
情

報
収
集
を
図
る
な
ど
適
正
な
財
政
運
営
を
進
め
参

り
ま
す
。

　
提
出
い
た
し
ま
す
予
算
案
は
、「
政
策
方
針
」

「
白
川
村
総
合
戦
略
」「
過
疎
自
立
促
進
計
画
」

の
他
、
各
種
計
画
を
基
本
と
し
て
、
将
来
の
白
川

村
の
姿
を
見
据
え
、
国
の
政
策
に
柔
軟
に
対
応
し

た
よ
り
効
果
の
高
い
予
算
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
当
初
歳
入
歳
出
予
算
案
の
規
模

は
、
一
般
会
計
予
算
額
は
４
億
２
，７
０
０
万
円

増
額
し
過
去
最
高
額
と
な
る
39
億
６
，０
０
０
万

円
で
す
。
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
あ
り

ま
し
て
は
、
令
和
６
年
度
よ
り
簡
易
水
道
特
別
会

計
並
び
に
公
共
下
水
道
特
別
会
計
が
公
営
企
業
会

計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
同
特
別
会
計
を
除

く
会
計
総
額
は
４
，６
６
０
万
円
増
の
６
億
４
，

５
３
０
万
円
で
す
。
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計

を
合
わ
せ
た
総
額
は
、
４
億
７
，３
６
０
万
円
増

の
46
億
５
３
０
万
円
で
す
。

　
次
に
、
公
営
企
業
会
計
の
簡
易
水
道
会
計
は
、

収
益
的
収
入
が
８
，１
９
３
万
円
、
資
本
的
収
入

ゼ
ロ
、
収
益
的
支
出
は
９
，０
４
８
万
円
、
資
本

的
支
出
は
８
５
３
万
円
で
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
会
計
は
、
収
益
的
収
入
が
２
億

２
０
７
万
円
、
資
本
的
収
入
は
６
１
万
円
、
収
益

的
支
出
は
２
億
１
，６
５
２
万
円
、
資
本
的
支
出

は
３
，６
０
４
万
円
で
す
。

　
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
予
算
は
、
金
額
の
大

き
い
順
に
、
地
方
交
付
税
、
村
税
、
寄
付
金
、
繰

入
金
で
、
地
方
交
付
税
は
予
算
総
額
の
25
％
を
占

め
て
お
り
、
普
通
交
付
税
９
億
５
千
万
円
、
特
別

交
付
税
５
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

村
税
は
、
前
年
度
比
0.5
％
増
の
７
億
４
，１
７
３

万
円
、
寄
付
金
は
、
前
年
度
比
73
・
４
％
増
の
６

億
１
，２
５
３
万
円
で
す
。
主
に
ふ
る
さ
と
納
税

の
増
収
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
他
、
村
営

駐
車
場
の
利
用
者
台
数
の
回
復
を
見
込
み
増
収
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
性
質
別
に
仕
分
け
た
歳
出
予
算
額
で

は
、
金
額
の
大
き
い
順
に
物
件
費
、
普
通
建
設
事

業
費
、
人
件
費
に
な
り
ま
す
。
普
通
建
設
事
業
で

は
、
村
道
荻
町
下
ゴ
ソ
線
道
路
改
良
事
業
や
村
が

管
理
す
る
河
川
の
浚
渫
工
事
等
に
よ
り
前
年
度
比

29
・
９
％
増
の
５
億
６
，３
２
８
万
円
。
ま
た
物

件
費
で
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
」
や

「
電
算
管
理
一
般
経
費
」
な
ど
に
よ
る
委
託
料
の

増
額
に
よ
り
前
年
度
比
9.0
％
増
の
11
億
８
，６
５

３
万
円
と
し
て
お
り
ま
す
。

義
務
的
経
費
は
、
主
に
扶
助
費
が
児
童
手
当
の
増

額
及
び
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
事
業
の
創
設
等

に
よ
り
前
年
度
比
17
・
５
％
増
額
し
９
，３
１
７

万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
で
は
、
温
泉
開
発
特
別
会
計
に
お
い

て
源
泉
の
機
能
評
価
及
び
湯
量
・
湯
温
の
安
定
化

に
向
け
た
調
査
委
託
費
等
を
実
施
す
る
た
め
前
年

度
比
85
・
０
％
増
の
５
，１
８
０
万
円
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
平
瀬
温
泉
は
、
平
成
29
年
11
月
環

境
省
に
よ
る
「
白
川
郷
平
瀬
温
泉
国
民
保
養
温
泉

地
計
画
書
」
に
基
づ
き
「
今
後
の
取
組
方
策
」
と

し
て
源
泉
の
温
度
・
湧
出
量
の
観
測
に
つ
い
て
調

査
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
15
㎞
の
引
湯
管
の

調
査
な
ど
管
理
体
制
の
向
上
を
進
め
温
泉
の
安
定

供
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
利
活
用
を
検
討
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
３
．
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
　
目
的
別
の
主
な
事
業

　
１
款
、
議
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比
63

万
円
増
額
の
３
，５
５
６
万
円
で
す
。

S
D
G
ｓ
目
標
16
「
全
て
の
人
々
に
司
法
の
ア
ク

セ
ス
を
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
効
果
的
で
説

明
責
任
の
あ
る
包
括
的
な
制
度
を
構
築
す
る
」。

　
２
款
、
総
務
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比
１

億
２
，２
５
３
万
円
増
額
の
６
億
９
，６
２
８
万

円
で
す
。

　
S
D
G
ｓ
目
標
９
「
包
括
的
か
つ
持
続
可
能
な

産
業
化
の
促
進
」
及
び
目
標
16
（
議
会
費
と
同

様
）。

　
ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
庁
舎
移
転
新
築
に
向
け
た

建
設
計
画
策
定
を
行
い
ま
す
。
財
源
は
庁
舎
建
設

基
金
を
活
用
し
ま
す
が
、
物
価
高
騰
に
伴
う
建
設

費
の
上
昇
に
よ
り
更
な
る
経
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
る

範
囲
で
の
積
み
増
し
を
継
続
す
る
ほ
か
、
有
効
な

国
庫
補
助
金
や
地
方
債
等
を
確
保
す
る
な
ど
経
費

負
担
の
軽
減
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
全
国
か
ら
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
と
し
て
多
く
の
寄
付
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
て
お
り
、
さ
ら
に
寄
付
金
の
受
け
入
れ
が
で

き
る
よ
う
返
礼
品
を
は
じ
め
事
務
委
託
料
等
の
必

要
経
費
を
確
保
し
て
参
り
ま
す
。

　
３
款
、
民
生
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比

３
，９
６
４
万
円
増
額
の
３
億
２
，９
５
４
万
円

で
す
。

　
S
D
G
ｓ
目
標
１
「
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
貧
困
を

終
わ
ら
せ
る
」
及
び
目
標
３
「
全
て
の
人
々
の
健

康
的
な
生
活
を
確
保
す
る
」。

　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
事
業
と
し
て
、
所
得

の
低
い
世
帯
へ
の
給
付
金
の
支
給
や
同
世
帯
の
子

ど
も
加
算
な
ど
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

診
療
所
が
実
施
す
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
エ
コ
ー
や
医
薬

品
分
包
機
の
整
備
等
に
係
る
費
用
を
繰
出
金
と
し

て
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
４
款
、
衛
生
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比

３
，１
４
３
万
円
増
額
の
２
億
３
，２
１
８
万
円

で
す
。

　
S
D
G
ｓ
目
標
３
「
全
て
の
人
々
の
健
康
的
な

生
活
を
確
保
」
及
び
目
標
６
「
全
て
の
人
々
の
衛

生
の
利
用
可
能
と
持
続
可
能
な
管
理
を
確
保
す

る
」。

　
国
の
子
育
て
支
援
な
ど
の
新
規
政
策
に
対
応
し

つ
つ
、
妊
産
婦
健
診
・
不
妊
治
療
・
乳
幼
児
健
診

の
充
実
並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
助
成
を
は
じ
め
、
胃
カ
メ
ラ
検
診
や
住
民
健

診
を
白
川
郷
学
園
８
年
生
に
拡
充
す
る
な
ど
村
独

自
の
き
め
細
か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

　
５
款
、
農
林
水
産
業
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前

年
比
１
，１
１
２
万
円
増
額
の
２
億
７
，９
１
３

万
円
で
す
。

　
S
D
G
ｓ
目
標
２
「
持
続
可
能
な
農
業
の
促

進
」
及
び
目
標
15
「
持
続
可
能
な
森
林
の
経

営
」。

　
新
規
事
業
の
農
地
・
農
村
風
景
保
全
事
業
で

は
、
農
地
の
適
正
な
管
理
及
び
保
全
に
関
し
必
要

と
す
る
機
械
整
備
の
費
用
を
計
上
、
ま
た
、
昨
年

度
に
引
続
き
計
画
的
な
間
伐
に
関
す
る
経
費
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
政
策
関
連
事
業
に
お
い
て
は
、
６
次

産
業
化
に
向
け
た
鳩
谷
体
育
館
の
撤
去
費
用
を
計

上
、
ま
た
、
新
産
業
応
援
基
金
を
創
設
し
関
連
事

業
に
要
す
る
費
用
へ
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
鳩
谷
体
育
館
に
隣
接
し
た
乳
幼
児
健
診
会

場
の
取
壊
し
に
伴
い
、
一
時
的
に
じ
・
ば
工
房
に

機
能
を
移
す
た
め
一
部
改
修
を
行
い
ま
す
。

　
６
款
、
商
工
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度
比

１
億
８
，５
４
５
万
円
減
の
６
億
７
，６
１
２
万

円
で
あ
り
ま
す
。

　
S
D
G
ｓ
目
標
８
「
包
括
的
か
つ
持
続
可
能
な

経
済
成
長
及
び
全
て
の
人
々
の
完
全
か
つ
生
産
的

な
雇
用
と
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
雇
用
」

及
び
目
標
12
「
持
続
可
能
な
消
費
生
活
形
態
を
確

保
す
る
」
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
へ
移
行
し
、

荻
町
集
落
内
に
も
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
定
期
バ
ス
利
用

者
が
増
加
し
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
の
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
が
限
界
を
迎
え
て
い
る
こ
と
や
、
せ
せ

ら
ぎ
公
園
駐
車
場
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

安
心
安
全
な
環
境
整
備
を
進
め
る
よ
う
施
設
整

備
を
行
い
ま
す
。
特
に
、
荻
町
城
跡
展
望
台

は
、
安
全
な
展
望
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
観
光
車

両
に
よ
る
混
雑
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
地
域
の
合
意
を
得
た
う
え
で
道
路

改
良
含
め
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
南
部
地
区
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
２

月
21
日
に
「
白
水
滝
」
が
国
指
定
文
化
財
（
名

勝
）
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
白
水
滝
を
中

心
と
し
た
大
白
川
園
地
の
魅
力
を
広
げ
観
光
客
の

受
入
れ
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

し
ら
み
ず
の
湯
施
設
管
理
経
費
で
は
、
破
損
し
た

真
空
式
温
水
ヒ
ー
タ
ー
取
替
を
実
施
し
営
業
の
安

定
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
温
泉
開
発
特
別
会
計

に
よ
る
「
源
泉
の
機
能
評
価
及
び
湯
量
・
湯
温
の

安
定
化
に
向
け
た
調
査
委
託
費
事
業
」
を
進
め
る

た
め
温
泉
開
発
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
を
増
額
し

て
お
り
ま
す
。

　
７
款
、
土
木
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比
２

億
３
，５
６
７
万
円
増
額
の
６
億
７
，６
１
２
万

円
で
あ
り
ま
す
。

　
S
D
G
ｓ
目
標
８
（
商
工
費
と
同
様
）
及
び
目

標
11
「
包
括
的
で
安
全
か
つ
強
靭
で
持
続
可
能
な

都
市
及
び
人
間
居
住
を
実
現
す
る
」。

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
財
源
と
し
た
、

落
石
対
策
な
ど
の
事
業
を
計
画
的
に
実
施
し
ま

す
。
河
川
に
堆
積
し
た
土
砂
等
に
よ
っ
て
災
害
を

も
た
ら
す
危
険
性
を
回
避
す
る
た
め
村
が
管
理
す

る
河
川
の
浚
渫
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
他
、
東
海

北
陸
自
動
車
道
の
４
車
線
化
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
建
設
時
に
生
じ
る
土
砂
を
処
分
す
る
た
め
盛

土
場
の
調
査
並
び
に
設
計
費
等
関
係
経
費
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　
８
款
、
消
防
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比

１
，３
１
３
万
円
増
額
の
２
億
１
，９
１
７
万
円

で
す
。

　
S
D
G
ｓ
目
標
11
（
土
木
費
と
同
様
）
及
び
目

標
13
「
気
候
変
動
及
び
そ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た

め
の
緊
急
対
策
を
講
じ
る
」。

　
消
防
施
設
管
理
経
費
で
は
、
防
災
行
政
無
線
設

備
に
係
る
維
持
管
理
経
費
や
鳩
谷
体
育
館
横
防
火

水
槽
の
安
全
対
策
と
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
移
設
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
常
備
消
防
で
は
、
高
山
市
へ

の
業
務
委
託
経
費
を
計
上
し
て
お
り
、
皆
様
の
安

全
・
安
心
を
確
保
し
て
参
り
ま
す
。

　
９
款
、
教
育
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比
１

億
３
，６
９
３
万
円
増
額
の
４
億
３
，３
０
４
万

円
で
あ
り
ま
す
。

　
S
D
G
ｓ
目
標
３
（
民
生
費
と
同
様
）
及
び
目

標
４
「
全
て
の
人
に
包
括
的
か
つ
公
正
な
質
の
高

い
教
育
を
確
保
し
、
生
涯
学
習
の
機
会
を
促
進
す

る
」。

　
学
校
施
設
点
検
結
果
に
基
づ
き
、
ふ
れ
あ
い

体
育
館
の
屋
根
修
理
に
合
わ
せ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
化

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
に
校
舎
の
長

寿
命
化
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
管
理
経
費
で
は
、
給
食
運
搬
車
両
や
自
然

冷
媒
冷
蔵
庫
並
び
に
給
食
セ
ン
タ
ー
内
の
エ
ア

コ
ン
を
更
新
し
ま
す
。
白
川
郷
学
園
I
C
T
整

備
事
業
で
は
、
通
信
環
境
の
安
定
と
高
速
化
を

図
る
た
め
W
i-

F
i
ル
ー
タ
の
更
新
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
実
践
の
た

め
教
育
研
究
所
事
業
を
新
た
に
事
業
化
し
、
村
の

未
来
に
繋
が
る
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
大
学
や

専
門
家
と
連
携
し
た
学
び
の
場
を
設
け
た
子
ど
も

の
成
長
支
援
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
白
川
児
童
公
園
に
ト
イ
レ
新
設
工
事
を

実
施
し
、
衛
生
的
で
子
ど
も
達
が
楽
し
め
る
公
園

整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
文
化
財
関
連
事
業
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
ヘ
リ
テ
ー

ジ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
お
い
て
、
英
語
Ｗ
ｅ
ｂ

ペ
ー
ジ
作
成
及
び
資
産
価
値
を
普
及
す
る
動
画
作

成
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
伝
建
保
存
地
区
保
存
事

業
で
は
３
棟
の
屋
根
葺
き
を
予
定
し
て
い
る
他
、

文
化
財
の
保
全
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
４
．
む
す
び

　
以
上
、
限
り
あ
る
財
源
の
中
で
、
第
２
次
総
合

戦
略
に
掲
げ
た
目
標
の
達
成
に
向
け
、
い
つ
ま
で

も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
村
・
住
ん
で
い
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
村
創
り
に
力
強
く
邁
進
し
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て

結
び
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

白
川
村 

村
長
施
策
方
針

令
和
６
年
度

　
令
和
６
年
度
の
村
政
運
営
に
関
す
る
村
長
の
所
信
と
予
算
編
成
に

お
け
る
基
本
方
針
等
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

[ 問合せ先 ]
会計室兼財政課
☎６-1311

広報しらかわ3 広報しらかわ 2

　村長施策方針 村長施策方針　



総額 ４６億５３０万円
全会計
白川村当初予算白川村当初予算

　村の一般会計と特別会計・公営企業
会計の新年度予算が決定しました。村
に入るお金やその使い道について概要
をお知らせします。

■予算規模
　一般会計の予算額は、39億6,000万
円を計上し、前年度より4億2,700万円
増額となりました。歳入・歳出の内容
については、グラフ１・２を参照くだ
さい。
　特別会計の予算額は簡易水道会計、
公共下水道会計を除いて6億4,530万円
となりました。詳細は「特別会計予算
額の推移」のとおりですが、簡易水道
会計及び下水道会計については令和６
年度より公営企業会計へ移行しまし
た。このためこの２会計は単式簿記か
ら複式簿記に変更となりました。

◆一般会計・歳入■グラフ１
　村税は全体の18.7％を占めますが、
最も大きなものは発電施設等に係る大
規模償却資産税です。地方交付税は近
年の状況を踏まえて10億円を計上、寄
附金については近年のふるさと納税の
状況に伴い6億1,254万円を計上、村債
については、2億7,390万円を計上。い
ずれも増額予算となっています。

◆一般会計・歳出■グラフ２
　令和６年度は、白川村第２次総合
戦略の５年目の年となります。依然
として定住人口は緩やかに減少傾向
が続いていますが、少子化対策や社
会福祉の充実、６次産業化や地域経
済の活性化を図り、移住・定住の促
進に取組むことにより『人口は維持
以上を目指し、持続可能な村をつく
る』ことが目標です。
　将来の白川村の姿を見据えて事業展
開を図りつつ、合わせて国の政策に柔
軟に対応しながら、健全な財政運営に
努めます。
　グラフ内の義務的経費は、経常的
に支出しなければならない経費とな
りますが、前年より8.0％増加しまし
た。内訳として、人件費（5億5,841万円）
扶助費（9,317万円）公債費（4億1,379
万円）いずれも増額予算となってい
ます。
　投資的経費では、普通建設事業費に

おいて前年度より229.9％増額し5億
6,328万円となりました。
　次に事業費の大きなものですが、
総務費では、ふるさと納税推進事業
経費（2億4,604万円）として寄付額の
増加に伴い返礼品などの費用を増額
計上、新庁舎建設計画策定事業では、
庁舎建設に向けた計画や用地取得を
行います。
　農林水産業費では白山林道管理一般
経費（1億1,582万円）として、白山白
川郷ホワイトロードの管理経費、法面
改良や施設の機器更新の費用を計上し
ています。
　商工費では、せせらぎ公園管理事業
（1億9,025万円）として、観光客受け
入れのための駐車場経費、企業誘致政
策関連経費（1億5,943万円）として、
酒蔵誘致に向けた鳩谷体育館解体経費
を計上しています。
　土木費では除雪関係事業（1億3,581
万円）、新規事業では、緊急浚渫推進
事業（6,600万円）として、河川維持
計画に基づいて緊急的に必要な浚渫工
事費を計上しています。
　その他、民生・衛生費では、国の
子育て支援などの新規政策への対応
と、妊産婦健診、不妊治療、乳幼児
健診の充実を図ります。消防費では、
常備消防、非常備消防の経費を確保、
教育費では、学校給食センターや体
育館施設の改修経費、荻町伝建地区
保存事業による屋根葺きなどの費用
を計上しています。

◆特別会計
　国民健康保険特別会計事業勘定は、
前年並み、直診勘定の部では、医療機
械器具の更新に伴う増額予算となって
います。
　温泉開発会計特別会計は、温泉開発
一般経費を増額し、湯量の安定化に向
けて修繕計画を行います。
　その他特別会計については例年並み
とし、適切な事業執行に努めます。
簡易水道会計、公共下水道会計は、公
営企業会計へ移行しました。

　これらの予算の執行状況について
は、今後当誌面において公開していき
ます。

令和
6年度

■特別会計予算額の推移

■一般会計歳出目的別予算額

収益・資本的収入 収益・資本的支出
  簡易水道事業 8,193万円 9,901万円
  下水道事業  2,0269万円  25,257万円

■公営企業会計

■議 会 費
議会一般経費 555万円
■総 務 費 
ふるさと納税推進事業 24,604万円
新庁舎建設計画策定事業 6,180万円
電算管理一般経費 4,909万円
企画一般経費 2,561万円
住民情報電算化事業 2,101万円
■民 生 費
後期高齢者医療費 2,896万円
介護保険事業勘定特別会計繰出金 2,260万円
障がい福祉サービス費給付事業 2,203万円
外出支援事業 2,134万円
児童公園管理一般経費 2,026万円
■衛 生 費
国保直診勘定特別会計繰出金 6,200万円
リサイクル運営経費 3,950万円
簡易水道特別会計繰出金 3,600万円
塵芥処理一般経費 2,342万円
住民健診事業 1,755万円
■農林水産業費
白山林道管理一般経費 11,582万円
畜産一般経費 1,973万円
戸ヶ野用水清流発電施設管理経費 1,918万円
鳥獣被害対策事業 987万円
地籍調査事業 857万円

■商 工 費
せせらぎ公園管理事業 19,025万円
企業誘致政策関連経費 15,943万円
温泉開発特別会計繰出金 3,470万円
商工業振興一般経費 3,137万円
南部地域観光デザイン事業 2,975万円
駐車場等交通整理事業 2,620万円
■土 木 費
除雪関係事業 13,581万円
公共下水道特別会計繰出金 11,240万円
緊急浚渫推進事業 6,600万円
荻町下ゴソ線道路改良事業 6,200万円
社会資本整備総合交付金事業 4,520万円
東海北陸自動車道4車線化事業 4,264万円
■消 防 費
常備消防一般経費 10,713万円
消防施設管理経費 3,020万円
非常備消防一般経費 2,466万円
■教 育 費
学校給食センター管理経費 5,245万円
荻町伝建地区保存事業費 4,750万円
保存財団事業補助金 3,000万円
体育館施設一般経費 2,991万円
白川郷学園管理一般経費 2,747万円

■令和６年度 一般会計のおもな事業

款 当初予算 構成比 対前年度増減額
 議 会 費 3,556万円 0.9％  63万円
 総 務 費 6億9,629万円 17.6％  1億2,254万円
 民 生 費 3億2,954万円 8.3％  3,964万円
 衛 生 費 2億3,219万円 5.9％  3,144万円
 農林水産業費 2億7,931万円 7.1％  1,112万円
 商 工 費 6億7,612万円 17.1％  △1億8,545万円
 土 木 費 6億3,139万円 15.9％  2億3,568万円
 消 防 費 2億1,917万円 5.5％  1,313万円
 教 育 費 4億3,304万円 10.9％  1億3,693万円
 災害復旧費 5万円 0.0％  0万円
 公 債 費 4億1,379万円 10.4％  1,839万円
 予 備 費 1,355万円 0.3％  295万円
 計 39億6,000万円 100.0％  4億2,700万円

歳入総額　39億6,000万円

一般会計歳入

歳出総額　39億6,000万円

歳出性質別予算

村　税
7億4,174万円
（18.7％）

25.3

地方交付税
10億円
（25.3％）

その他
10億6,117万円
（26.8％）

国・県支出金
2億7,065万円
（6.8％）

公債費
4億1,379万円
（10.4%）

普通建設事業費
5億6,328万円
（14.2%）

物件費
11億8,653万円
（30%）

補助費等
4億9,288万円
（12.4%）

積立金
1億3,268万円
（3.4%）

繰出金
2億9,252万円
（7.4%）

予備費
1,295万円（0.3％）

投資・出資・
貸付金
3,000万円（0.8%）

災害復旧費
5万円（0％）

維持補修費
1億8,374万円（4.6%）

人件費
5億5,841万円
（14.1%）

扶助費
9,317万円
（2.4%）

義務的経費
（26.9%）

投資的経費
（14.2%）

その他の経費
（58.5%）

グラフ1

グラフ2

村　債
2億7,390万円
（6.9％）

寄付金
6億1,254万円
（15.5％）

2,500万円

3,980万円3,980万円

3,380万円3,380万円

5年度
7億9,570万円

4年度
7億9,080万円

0

2億

4億

6億

8億

290万円 290万円

温泉開発 5,180万円
2,800万円

後期高齢者医療後期高齢者医療

介護保険サービス事業勘定
300万円
介護保険サービス事業勘定
300万円

簡易水道
公営企業会計へ移行

公共下水道
公営企業会計へ移行

5,500万円

2億2,700万円
2億2,100万円2億2,000万円

1億4,100万円
1億2,500万円

1億8,270万円

1億8,800万円

1億4,200万円

6年度
6億4,530万円

介護保険
保険事業勘定

国民健康保険
直診勘定

国民健康保険
事業勘定

5,230万円

1億3,650万円

2億240万円

1億1,730万円

 3,440万円 3,440万円
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総額 ４６億５３０万円
全会計
白川村当初予算白川村当初予算

　村の一般会計と特別会計・公営企業
会計の新年度予算が決定しました。村
に入るお金やその使い道について概要
をお知らせします。

■予算規模
　一般会計の予算額は、39億6,000万
円を計上し、前年度より4億2,700万円
増額となりました。歳入・歳出の内容
については、グラフ１・２を参照くだ
さい。
　特別会計の予算額は簡易水道会計、
公共下水道会計を除いて6億4,530万円
となりました。詳細は「特別会計予算
額の推移」のとおりですが、簡易水道
会計及び下水道会計については令和６
年度より公営企業会計へ移行しまし
た。このためこの２会計は単式簿記か
ら複式簿記に変更となりました。

◆一般会計・歳入■グラフ１
　村税は全体の18.7％を占めますが、
最も大きなものは発電施設等に係る大
規模償却資産税です。地方交付税は近
年の状況を踏まえて10億円を計上、寄
附金については近年のふるさと納税の
状況に伴い6億1,254万円を計上、村債
については、2億7,390万円を計上。い
ずれも増額予算となっています。

◆一般会計・歳出■グラフ２
　令和６年度は、白川村第２次総合
戦略の５年目の年となります。依然
として定住人口は緩やかに減少傾向
が続いていますが、少子化対策や社
会福祉の充実、６次産業化や地域経
済の活性化を図り、移住・定住の促
進に取組むことにより『人口は維持
以上を目指し、持続可能な村をつく
る』ことが目標です。
　将来の白川村の姿を見据えて事業展
開を図りつつ、合わせて国の政策に柔
軟に対応しながら、健全な財政運営に
努めます。
　グラフ内の義務的経費は、経常的
に支出しなければならない経費とな
りますが、前年より8.0％増加しまし
た。内訳として、人件費（5億5,841万円）
扶助費（9,317万円）公債費（4億1,379
万円）いずれも増額予算となってい
ます。
　投資的経費では、普通建設事業費に

おいて前年度より229.9％増額し5億
6,328万円となりました。
　次に事業費の大きなものですが、
総務費では、ふるさと納税推進事業
経費（2億4,604万円）として寄付額の
増加に伴い返礼品などの費用を増額
計上、新庁舎建設計画策定事業では、
庁舎建設に向けた計画や用地取得を
行います。
　農林水産業費では白山林道管理一般
経費（1億1,582万円）として、白山白
川郷ホワイトロードの管理経費、法面
改良や施設の機器更新の費用を計上し
ています。
　商工費では、せせらぎ公園管理事業
（1億9,025万円）として、観光客受け
入れのための駐車場経費、企業誘致政
策関連経費（1億5,943万円）として、
酒蔵誘致に向けた鳩谷体育館解体経費
を計上しています。
　土木費では除雪関係事業（1億3,581
万円）、新規事業では、緊急浚渫推進
事業（6,600万円）として、河川維持
計画に基づいて緊急的に必要な浚渫工
事費を計上しています。
　その他、民生・衛生費では、国の
子育て支援などの新規政策への対応
と、妊産婦健診、不妊治療、乳幼児
健診の充実を図ります。消防費では、
常備消防、非常備消防の経費を確保、
教育費では、学校給食センターや体
育館施設の改修経費、荻町伝建地区
保存事業による屋根葺きなどの費用
を計上しています。

◆特別会計
　国民健康保険特別会計事業勘定は、
前年並み、直診勘定の部では、医療機
械器具の更新に伴う増額予算となって
います。
　温泉開発会計特別会計は、温泉開発
一般経費を増額し、湯量の安定化に向
けて修繕計画を行います。
　その他特別会計については例年並み
とし、適切な事業執行に努めます。
簡易水道会計、公共下水道会計は、公
営企業会計へ移行しました。

　これらの予算の執行状況について
は、今後当誌面において公開していき
ます。

令和
6年度

■特別会計予算額の推移

■一般会計歳出目的別予算額

収益・資本的収入 収益・資本的支出
  簡易水道事業 8,193万円 9,901万円
  下水道事業  2,0269万円  25,257万円

■公営企業会計

■議 会 費
議会一般経費 555万円
■総 務 費 
ふるさと納税推進事業 24,604万円
新庁舎建設計画策定事業 6,180万円
電算管理一般経費 4,909万円
企画一般経費 2,561万円
住民情報電算化事業 2,101万円
■民 生 費
後期高齢者医療費 2,896万円
介護保険事業勘定特別会計繰出金 2,260万円
障がい福祉サービス費給付事業 2,203万円
外出支援事業 2,134万円
児童公園管理一般経費 2,026万円
■衛 生 費
国保直診勘定特別会計繰出金 6,200万円
リサイクル運営経費 3,950万円
簡易水道特別会計繰出金 3,600万円
塵芥処理一般経費 2,342万円
住民健診事業 1,755万円
■農林水産業費
白山林道管理一般経費 11,582万円
畜産一般経費 1,973万円
戸ヶ野用水清流発電施設管理経費 1,918万円
鳥獣被害対策事業 987万円
地籍調査事業 857万円

■商 工 費
せせらぎ公園管理事業 19,025万円
企業誘致政策関連経費 15,943万円
温泉開発特別会計繰出金 3,470万円
商工業振興一般経費 3,137万円
南部地域観光デザイン事業 2,975万円
駐車場等交通整理事業 2,620万円
■土 木 費
除雪関係事業 13,581万円
公共下水道特別会計繰出金 11,240万円
緊急浚渫推進事業 6,600万円
荻町下ゴソ線道路改良事業 6,200万円
社会資本整備総合交付金事業 4,520万円
東海北陸自動車道4車線化事業 4,264万円
■消 防 費
常備消防一般経費 10,713万円
消防施設管理経費 3,020万円
非常備消防一般経費 2,466万円
■教 育 費
学校給食センター管理経費 5,245万円
荻町伝建地区保存事業費 4,750万円
保存財団事業補助金 3,000万円
体育館施設一般経費 2,991万円
白川郷学園管理一般経費 2,747万円

■令和６年度 一般会計のおもな事業

款 当初予算 構成比 対前年度増減額
 議 会 費 3,556万円 0.9％  63万円
 総 務 費 6億9,629万円 17.6％  1億2,254万円
 民 生 費 3億2,954万円 8.3％  3,964万円
 衛 生 費 2億3,219万円 5.9％  3,144万円
 農林水産業費 2億7,931万円 7.1％  1,112万円
 商 工 費 6億7,612万円 17.1％  △1億8,545万円
 土 木 費 6億3,139万円 15.9％  2億3,568万円
 消 防 費 2億1,917万円 5.5％  1,313万円
 教 育 費 4億3,304万円 10.9％  1億3,693万円
 災害復旧費 5万円 0.0％  0万円
 公 債 費 4億1,379万円 10.4％  1,839万円
 予 備 費 1,355万円 0.3％  295万円
 計 39億6,000万円 100.0％  4億2,700万円

歳入総額　39億6,000万円

一般会計歳入

歳出総額　39億6,000万円

歳出性質別予算

村　税
7億4,174万円
（18.7％）

25.3

地方交付税
10億円
（25.3％）

その他
10億6,117万円
（26.8％）

国・県支出金
2億7,065万円
（6.8％）

公債費
4億1,379万円
（10.4%）

普通建設事業費
5億6,328万円
（14.2%）

物件費
11億8,653万円
（30%）

補助費等
4億9,288万円
（12.4%）

積立金
1億3,268万円
（3.4%）

繰出金
2億9,252万円
（7.4%）

予備費
1,295万円（0.3％）

投資・出資・
貸付金
3,000万円（0.8%）

災害復旧費
5万円（0％）

維持補修費
1億8,374万円（4.6%）

人件費
5億5,841万円
（14.1%）

扶助費
9,317万円
（2.4%）

義務的経費
（26.9%）

投資的経費
（14.2%）

その他の経費
（58.5%）

グラフ1

グラフ2

村　債
2億7,390万円
（6.9％）

寄付金
6億1,254万円
（15.5％）

2,500万円

3,980万円3,980万円

3,380万円3,380万円

5年度
7億9,570万円

4年度
7億9,080万円

0

2億

4億

6億

8億

290万円 290万円

温泉開発 5,180万円
2,800万円

後期高齢者医療後期高齢者医療

介護保険サービス事業勘定
300万円
介護保険サービス事業勘定
300万円

簡易水道
公営企業会計へ移行

公共下水道
公営企業会計へ移行

5,500万円

2億2,700万円
2億2,100万円2億2,000万円

1億4,100万円
1億2,500万円

1億8,270万円

1億8,800万円

1億4,200万円

6年度
6億4,530万円

介護保険
保険事業勘定

国民健康保険
直診勘定

国民健康保険
事業勘定

5,230万円

1億3,650万円

2億240万円

1億1,730万円

 3,440万円 3,440万円
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